
ＤＡＣＳ－１５００ 入力トリガ送信機能＆フェイルセーフ機能付
製品型式 ＤＡＣＳ－１５００－ＰＲＯ２

ＤＡＣＳ－１５００ 入力トリガ送信機能付は、ディジタル入力の変化があった場合に、デ

ィジタル入力データを、パソコンへ自動的に送信する機能を追加したものです。トリガ機能

には、単－トリガと連続トリガの両モードがあります。

また、フェイルセ－フ機能は、パソコンから通信が一定時間以上途絶えた場合、あらかじめ

指定しておいた出力パターンを、ディジタル出力に自動的に出力するものです。

入力トリガ送信機能およびフェイルセーフ機能は、本資料にて説明しているコマンドを使用

して指定します。これらの追加機能は、それぞれの機能を設定するまでは動作しませんので、

追加機能を動作させることなく、標準版ＤＡＣＳ－１５００のディジタル入出力と同じ動作

仕様にて使用することもできます。

入力トリガ送信機能およびフェイルセーフ機能以外のディジタル入出力機能については、標

準版のＤＡＣＳ－１５００と同様です。ただし、ＤＡＣＳ－１５００－ＰＲＯ２ では、ＡＤ

／ＤＡ変換制御コマンド「Ｓコマンド」およびＰＷＭパルス出力コマンド「Ｐコマンド」は

使用できません。

まず、DACS-1500標準版の説明書をご覧ください。

ディジタル入出力機能の詳細、入出力信号の電気的仕様、および

ＵＳＢインターフェイスの詳細は、

ＤＡＣＳ－１５００標準版の説明書をご覧ください。



- 1 -

１ 入力トリガ送信機能のコマンドと応答

１．１ 入力トリガ（正方向）マスクパターン 設定コマンド

入力信号の正方向（０から１）変化を検出する対象ｂｉｔパターンを指定します。このコマ

ンドをパソコンから送信して、マスクパターンを設定した段階で、入力トリガ機能の動作が

始まります。それまでは、入力トリガ送信機能は無効になっています。

このコマンドにてＯＮを指定した位置のｂｉｔが、入力信号変化検出の対象となり、指定し

たｂｉｔのいずれかが、０から１に変化すると、ＤＡＣＳ－１５００がパソコンに対し、後

述の、先頭がＵ文字から始まる文字列にて、ディジタル入力状態を自動的に送信します。

マスクパターン設定以降の、最初のトリガのみ有効とする単一トリガモードと、マスクパタ

ーン設定以降のすべてのトリガにてデータ送信をする、連続トリガモードがあります。詳細

は、後述のトリガモード設定コマンドをご覧下さい。

（注１）１から０の変化を検出する場合は、後述の ｇ（小文字）コマンドを使用します。

両コマンドにてＯＮを指定したｂｉｔは、 「０から１」と「１から０」の両方の
入力変化を検出します。

（注２）マスクパターンの初期値は ００００００（１６進数）です。

入力トリガ機能設定後に、この機能を無効とするためには、Ｇコマンド、ｇコマン

ドの両方にて、００００００（１６進数）を指定します。

また、このコマンドの応答としては、標準版仕様のＷコマンドの応答と同じ、Ｒレスポンス

として、ディジタル入力の状態を返します。

データ形式

アスキーコード文字列 Ｇ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｇ（大文字） 入力トリガ（正方向）マスクパターン設定 識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

正方向マスクパターンを指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0

bit23～0 マスクパターン

０を指定したｂｉｔ位置のディジタル入力は

正方向変化の検出対象とはならない。
１を指定したｂｉｔ位置のディジタル入力が

検出対象となり、入力信号の０から１の

変化にて、入力信号状態を自動送信する

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、ＤＡＣＳ－１５００標準仕様版

説明書の解説を参照ください。
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１．２ 入力トリガ（負方向）マスクパターン 設定コマンド

入力信号の負方向（１から０）変化を検出する対象ｂｉｔパターンを指定します。このコマ
ンドをパソコンから送信して、マスクパターンを設定した段階で、入力トリガ機能の動作が

始まります。それまでは、入力トリガ送信機能は無効になっています。

このコマンドにてＯＮを指定した位置のｂｉｔが、入力信号変化検出の対象となり、指定し

たｂｉｔのいずれかが、１から０に変化すると、ＤＡＣＳ－１５００がパソコンに対し、後

述の、先頭がＵ文字から始まる文字列にて、ディジタル入力状態を自動的に送信します。

マスクパターン設定以降の、最初のトリガのみ有効とする単一トリガモードと、マスクパタ

ーン設定以降のすべてのトリガにてデータ送信をする、連続トリガモードがあります。詳細

は、後述のトリガモード設定コマンドをご覧下さい。

（注１）０から１の変化を検出する場合は、前述の Ｇ（大文字）コマンドを使用します。

両コマンドにてＯＮを指定したｂｉｔは、 「０から１」と「１から０」の両方の

入力変化を検出します。

（注２）マスクパターンの初期値は ００００００（１６進数）です。
入力トリガ機能設定後に、この機能を無効とするためには、Ｇコマンド、ｇコマン

ドの両方にて、００００００（１６進数）を指定します。

また、このコマンドの応答としては、標準版仕様のＷコマンドの応答と同じ、Ｒレスポンス

として、ディジタル入力の状態を返します。

データ形式

アスキーコード文字列 ｇ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① ｇ（小文字） 入力トリガ（負方向）マスクパターン設定 識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

負方向マスクパターンを指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0

bit23～0 マスクパターン

０を指定したｂｉｔ位置のディジタル入力は

負方向変化の検出対象とはならない。
１を指定したｂｉｔ位置のディジタル入力が

検出対象となり、入力信号の１から０の

変化にて、入力信号状態を自動送信する

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、ＤＡＣＳ－１５００標準仕様版

説明書の解説を参照ください。
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１．３ トリガモード設定コマンド

入力トリガマスクパターン設定以降の、最初のトリガのみ有効とする単一トリガモードと、
入力トリガマスクパターン設定以降のすべてのトリガにてデータ送信をする、連続トリガモ

ードのいずれかを、このコマンドにて選択します。入力トリガマスクパターン設定の前に、

必ずこのモード設定を行ってください。初期値は、全bitが単一トリガモードとなっています。

単一トリガモードを選択した場合

前述の入力トリガマスクパターン設定の後に発生する、最初のディジタル入力変化にて

データ自動送信を実行し、その後の変化ではデータ送信を行いません。単一トリガモー

ドで、再度、トリガを有効とするには、もう一度、入力トリガマスクパターンを設定しま

す。

同一のbitに、正方向と負方向の両方を指定した場合は、早く発生した入力変化方向にて

データ送信を実行し、その時点で、両方向ともトリガ無効となります。

また、複数のbitに単一トリガ指定をした場合は、いずれかのbitで、最初に入力変化が発

生した時点で、データ送信を実行し、その後は、単一トリガ指定をした、すべてのbitに
ついてトリガ無効となります。

入力トリガマスクパターンを設定して後、まだ自動データ送信が行われていないときに、

再度入力トリガマスクパターンを設定しても問題はありません。新しいマスクパターンに

て、あらためて動作を開始します。

連続トリガモードを選択した場合

前述の入力トリガマスクパターン設定の後、ディジタル入力変化のつど、データ自動送信

を実行します。連続トリガモードを指定したときは、パソコン側ソフトウェアの処理速度

を考慮して、頻繁な入力変化により、パソコン側の受信バッファがオーバーフローしない

ように、後述のサンプリング間隔設定コマンドにより、適切なサンプリング間隔を指定し

てください。一般的には １０ｍｓ 以上の間隔が必要となります。

単一トリガモードと連続トリガモードを混在して指定した場合、単一トリガの条件が成立

して、単一トリガbitが無効となっても、連続トリガbitは有効のままとなっています。

また、このコマンドの応答は、後述のＶレスポンスとして、受信したデータを、そのままの

エコーとして返します。Ｗコマンドなどの応答はディジタル入力の状態ですが、トリガモー

ド設定コマンドの応答は、これとは異なることにご注意ください。

データ形式

アスキーコード文字列 Ｈ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｈ（大文字） トリガモード設定 識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

トリガモードを指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0

bit23～0 各ｂｉｔに対応のトリガモード

０を指定したｂｉｔ位置のディジタル入力は

単一トリガモードとなる。

１を指定したｂｉｔ位置のディジタル入力は

連続トリガモードとなる

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード
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１．４ 入力サンプリング間隔 設定コマンド

ディジタル入力状態を自動送信する場合の、ディジタル入力変化を検出するサンプリング間
隔を設定します。たとえば、この時間を１０ｍｓに設定すると、入力信号のチャタリングな

どにて、１０ｍｓ以内の時間にて複数回の入力変化があっても、１回しかデータの送信を行

いません。また、１０ｍｓ以内に信号状態が元に戻るような短いパルス状入力があると、Ｄ

ＡＣＳ－１５００内部の動作タイミングによっては、１度もデータ送信をしないことがあり

ます。検出する入力信号変化速度に応じて、適切な値を設定してください。

入力Ａ

入力Ｂ

t t t t = ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ間隔

① ② ③ ④

０→１の変化を指定した場合
入力Ａでは③のポイントにて送信 入力Ｂでは④のポイントにて送信

サンプリング間隔の初期値は ５μｓとなっています。また、この時間を設定しただけでは、

入力トリガ送信機能は動作しません。前述のマスクパターン設定コマンドを受信した時点で

動作を開始します。従って、（１）サンプリング間隔、（２）トリガモード （３）マスクパ

ターンの順番にて指定してください。（１）と（２）を設定してのちは、（３）のみを連続

して送信してもかまいません。

また、このコマンドの応答は、後述のＶレスポンスとして、受信したデータを、そのままの

エコーとして返します。Ｗコマンドなどの応答はディジタル入力の状態ですが、サンプリン

グ間隔設定コマンドの応答は、これとは異なることにご注意ください。

データ形式

アスキーコード文字列 Ｋ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｋ（大文字） 入力サンプリング間隔設定 識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

入力サンプリング間隔を指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0

bit23～20 無効

bit19～0 入力サンプリング間隔

設定範囲 ００００５～ＦＦＦＦＦ（１６進数）

５ ～ １，０４８，５７５ 単位 1μs

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、ＤＡＣＳ－１５００標準仕様版

説明書の解説を参照ください。
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１．５ 入力トリガ自動送信データ形式

（１）データ形式

アスキーコード文字列 Ｕ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｕ（大文字） ディジタル入力自動送信 識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 大文字）

基板のディップスイッチ設定により決まる。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（大文字）

ディジタル入力内容。

× × × × × × 各桁とも１６進数表記

↑ ↑ ↑

bit23-20 ↑15-12 ↑ 7-4 ↑ 例

19-16 11-8 3-0

MSB LSB

bit ３２１０

１にて、入力Ｈｉｇｈレベル

０にて、入力Ｌｏｗレベル

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

対応するコマンドの末尾と同じコードを返します。

（２）動作

入力変化の検出を指定したｂｉｔが、指定方向に変化すると、本形式にて、データを

ホストに送信します。
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２ フェイルセーフ機能のコマンド

２．１ フェイルセーフ時間 設定コマンド

フェイルセーフ機能が動作して、ディジタル出力をフェイルセーフ出力とする時間を設定し

ます。

この時間を設定しただけでは、フェイルセーフ機能は動作しません。後述のフェイルセーフ

出力パターン設定コマンドを受信した時点で動作を開始します。従って、（１）フェイルセ

ーフ時間、（２）フェイルセーフ出力パターンの順番にて指定してください。

また、このコマンドの応答は、後述のＶレスポンスとして、受信したデータを、そのままの

エコーとして返します。Ｗコマンドなどの応答はディジタル入力の状態ですが、フェイルセ

ーフ時間設定コマンドの応答は、これとは異なることにご注意ください。

データ形式

アスキーコード文字列 Ｔ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｔ（大文字） フェイルセーフ時間設定 識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

フェイルセーフ時間を指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0

bit23～16 無効

bit15～0 フェイルセーフ時間

設定範囲 000１～３ＦＦF（１６進数）

１～16３８３ 単位 1ms（1.024mｓ）

（注）最大値 ３ＦＦＦ（１６進数）を指定すると

フェイルセーフ無効となります。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。
通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、ＤＡＣＳ－１５００標準仕様版

説明書の解説を参照ください。
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２．２ フェイルセーフ出力パターン 設定コマンド

フェイルセーフ機能が動作したときに出力するディジタル出力パターンを設定します。

このコマンドにて出力パターンを設定すると、フェイルセーフ機能の動作を開始します。

また、このコマンドの応答は、後述のＶレスポンスとして、受信したデータを、そのままの

エコーとして返します。Ｗコマンドなどの応答はディジタル入力の状態ですが、フェイルセ

ーフ出力パターン設定コマンドの応答は、これとは異なることにご注意ください。

データ形式

アスキーコード文字列 Ｌ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｌ（大文字） フェイルセーフ出力パターン 識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

フェイルセーフ出力パターンを指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0

bit23～0 フェイルセーフ時のディジタル出力パターン

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード
キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、ＤＡＣＳ－１５００標準仕様版

説明書の解説を参照ください。
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３． 入力トリガ送信設定とフェイルセーフ設定の
応答データ形式
（Ｈ，Ｋコマンド、およびＴ，Ｌコマンドの応答）

（１）データ形式

アスキーコード文字列 Ｖ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｖ（大文字） 応答識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 大文字）

基板のディップスイッチ設定により決まる。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（大文字）
「Ｈ，Ｋコマンド」または「Ｔ，Ｌコマンド」の

データ覧24bitをそのままエコーとして返します。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

対応するコマンドの末尾と同じコードを返します。

（２）動作

ＤＡＣＳ－１５００－ＰＲＯ基板は、

基板識別ＩＤコードが一致する「Ｈ，Ｋコマンド」または「Ｔ，Ｌコマンド」を受信

すると、レスポンスとして、本形式にて、データをパソコンに返します。
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４． 入出力信号仕様

ディジタル入出力信号仕様は標準版と同じです。

信号仕様詳細は、ＤＡＣＳ－１５００取扱説明書を参照ください。

５． その他（制限事項など）

ＡＤ／ＤＡ制御コマンド は使用できません。

ＰＷＭパルス出力コマンドは使用できません。

（完）
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ＤＡＣＳ－１５００（ＰＲＯ２）製品内容

製品の名称 ＵＳＢ接続ディジタル入出力基板

入力トリガ送信＆フェイルセーフ機能付

ＤＡＣＳ－１５００（ＰＲＯ２）

標準構成 ＤＡＣＳ－１５００（ＰＲＯ２）基板 １枚

ディジタル入出力接続用ケーブル ３０ｃｍ １本

（機器接続側はコネクタなしの解放端となっています）

デバイスドライバ／サンプルプログラム

／取扱説明書（ＰＤＦファイル） ＣＤ－ＲＯＭ １枚

（サンプルプログラムはソースファイル付）

ファイル内容説明資料 １部

別売品 ＵＳＢケーブル １．８ｍ ３ｍ ５ｍ

技術 下記の事項につきましては、お問い合わせにお応えすることは

サポート できません。

（１）ご提供するデバイスドライバの諸関数のうち、サンプル

プログラムに使用していない関数に関するご質問

（２）ご提供するサンプルプログラムで、ＤＡＣＳ－１５００

デバイス操作以外のプログラミングに関するご質問

作成 ２００４． ９． ９

製造販売 ダックス技研株式会社
〒709-1203 岡山県岡山市南区西紅陽台1-58-650

TEL 08636-2-0782 FAX 08636-2-0395

ホームページ http://www.dacs-giken.co.jp


